Video Analysis Software "Dartfish" by 佐藤 雅幸 et al.
Ⅰ.はじめに
映像解析software ｢Dartfish｣について



























































































徴がリアルに再現できる o 2005年 1 2月 16~
17日に開催された、フ イギアスケー トグランプ



























け、対戦相手からフ ォール (両肩を 1秒間マッ
トにつける)を奪うか、相手よりも多くポイン























































デジタルビデオカメラ (PanasonicNV -GS400K) 
を用いて、各試技を被験者真横から固定撮影し
たD 得られた動画は、 DartfishSoftware4.0 
(Dart自由社製)のデータインポート機能を介し、
ノ'¥-ソナルコンピューターに取り込みんだ後、
AVIファイルに加工変換した。
4 )データ分析
データの分析にあたっては、 Dartfish
Software4.0 (Dartfish社製)のAnalyzer(分析機能)
を用いて重心高および軌跡を求めた。 また、模
擬タックルとタックルのパフォーマンスを同一
画面上で比較するために、 StoroMotion(軌道分析)
機能で画像を加工した。
3.結果および考察
1 )模擬両脚タックルにおける重心高の変化
表2、図 3は、模擬両脚タックルにおける重
心高の変化を示した。被験者y.1における、重
心高は、最大値80cm(スタンス)、最小値40cm
(アタック)、被験者T.Mでは、最大値 91cm
(スタート)、最小値 50cm(フォロー)であっ
た。
両者における重心高のポジション別変化を比
較すると、競技レベルの高い被験者Y.Iでは、
スタンスからアタックまでは低く推移し、フォ
ロ一、フィニッシュでは高くなる傾向が認めら
れた。この結果は、タックルの基本である低い
姿勢で相手に入り込み、アタック後は即座に上
方へ持ち上げるといったスキルが、模擬タック
ルにおいても忠実に再現されたことを示してい
るO
2 )両脚タックルにおける重心高の変化
表3、図 4は両脚タックルにおける重心高の
変化を示した D 被験者Y.Iにおける重心高は、
最大値87cm(スタンス)、最小値36cm(アタ
ック)であった。また被験者T.Mでは最大値
91cm (スタンス)、最小値 58cn(フォロー)
であった。この結果、競技力の高い被験者Y.I
において、被験者T.Mの値より、いずれのポジ
ションにおいても低い重心高が認められた。こ
の結果は、競技力の高い選手は重心が低く保た
れていることが示されており、重心の高低がタ
ックルの成功率に影響するのではないかと推察
された。
3 )模擬両脚タックルと両脚タックルにおける
重心高の比較(被験者Y.1) 
表4、図3、図5は、被験者Y.Iにおける両
脚タ ックルと模擬タ ックルにおける重心高の比
較したものである O スタンスのポジションで模
擬タックルにおいて、 -7cm低い値が認められ
たものの、スタート、アタック、フォロ一、フ
ィニッシュのいずれのポジションでも+3cmか
ら十17cm高い値が認められた。 これは、模擬
両脚タックルで想定したアタックポジションよ
りも実際にタックルを仕掛ける場合には低く入
り込んでいためと思われる O 被験者Y.Iにおけ
る低いポジションを保持しながちの運動は、完
成度の高いタックルだと評価できる O
4 )模擬タックルと両脚タックルにおける重心
高の比較(被験者T.M)
表5、図6、図7は、被験者T.Mにおける
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模擬両脚タックルと両脚タックルにおける重心
高の比車交したものである o1実j疑タ ックルのスタ
ートポジションで4cm高い値を示した他は、全
てのポジションで 7cmから-15cmf!1いイ直カヲ忠
められた。このことは、模擬タックル中は、低
く入り込むことをため心がけていたにもかかわ
らず、実際のタックルでは、高いアタックポジ
ションにタックルを仕掛けてしまったものと推
察される O
タックルの基本は、バイオメカニクス的にみ
ても、低い姿勢を保持したまま素早くアタック
することが重要であり、フォロ一、フィニッシ
ュにおいても重心を低く保つことが大切である O
被験者T.Mにおいては、今後さらに、低い重心
を意識したスキル習得の必要性が示唆された。
4.まとめ
本研究では、競技レベルの異なる学生レスリ
ング選手の模擬両脚タックルおよび両脚タック
ルのパフ ォーマンスの違いがあるのかを明らか
にするために、 DartfishSoftware (画像解析
Software) を用いて比較分析した結果、以下のよ
うな知見を得た。
1 )模擬両脚タックルでは、競技レベルの高い
被験者Y.Iでは、スタンスからアタックまで
は低く推移し、フォロー、フィニッシュでは
高くなる傾向が認められた。
2 )両脚タックルでは、競技力の高い被験者Y.I
において、被験者T.Mの値より、いずれのポ
ジションにおいても低い重心高が認められた。
3 )被験者Y.Iにおける模擬両脚タックルと両
脚タックルにおける重心高を比較すると、両
表 1.被験者の身体的特性と競技成績
競技成績
55 世界ジュニア選手権第2位
インター ハイ出場
表2.模擬両脚タックルにおける重心高の変化 (cm) 
表3.両脚タックルにおける重心高の変化
表4.模擬タックルと両脚タックルにおける
重心高の比較(被験者Y.I)
被験者/局面
両脚タックル
?
表 5.模擬両脚タックルと両脚タックルにおける
重心高の比較(被験者T.M) (cm) 
被験者/局面
両脚タックル
差
P1 :スタンス(構え P2:スター卜(動き出し)
P3:アタック(コンタクト) P4・フォ口一(抜:き)
P5:フィニッシュ(押さえ)
図3.模擬両脚タ ックルにおける重心高の変化
(ス卜口モーション:被験者Y.I)
図4.被験者Y.Iにおける両脚タ ックルの構え (P1)
(ス卜口モーション:被験者Y.I)
図6模擬両脚タ ックルにおける重心高の変化
(スト口モ ション:被験者T.M)
図7.両脚タ ックルにおける重心高の変化
(ス卜口モーション.被験者T.M)
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脚タックルにおいてスタンスポジションで-
7cmという値が認められたものの､スタート､
アタック､フォロー､フィニッシュのいずれ
のポジションでも模擬タックルよりのほうが
高いポジション(+3cmから+17cmの範囲)
で変化していた｡
4)被験者T.Mにおける模擬両脚タックルと
両脚タックルにおける垂心高の比較では､模
擬タックルのスタートポジションで4cm高い
値を示したほかは､全てのポジションで模擬
タックルのほうが-7cmから-15cm低い値が
認められた｡
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(付記)
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